
 
 
 
 

～ ＳＴＯＰ！未成年飲酒 ～ 

関西大学学生が未成年者飲酒防止啓発チラシを配布 

日時：４月５日（火）①８：２０～、②１２：１０～  場所：関西大学千里山キャンパス正門付近 

 
関西大学学生センターでは、４月５日（火）千里山キャンパスにて、下記のとおり新入生に向けて未成年

者飲酒防止啓発チラシを配布します。 

特定非営利活動法人ＡＳＫ（アスク）が２０１０年に実施した「緊急 全国学生アルコール・ハラスメン

ト（アルハラ）ＷＥＢアンケート」（別添参考データ参照）によると、アルハラ経験者（または、現場に居

合わせた人）２０２人のうち１３９人が、「クラブ・サークル等課外活動やゼミなどの飲み会、もしくは新

歓行事において」と回答しており、全体の約７割に相当します。 

本学では、全国のこのような現状を受け、新入生を迎えるこの時期に未成年者の飲酒による事故が起こら

ないよう呼びかけを行うことといたしました。当日は、本学学生・職員のほかに、大阪府小売酒販組合吹田

支部などの協力を得て、延べ約７０人が、１０００枚の啓発チラシを関西大学正門付近にて配布するととも

に、大学前の飲食店に対しても、協力を呼びかけるチラシを配布します。 
 

記 

 １ 日 時  ４月５日（火） ①８時２０分～８時５０分 、② １２時１０分～１２時５０分 

２ 場 所  関西大学千里山キャンパス 正門付近 

        大阪府吹田市山手町３－３－３５（阪急千里線「関大前」駅北改札から徒歩約５分） 

３ 主 催  関西大学 

以 上  

【添付資料】 

１ 配布チラシ見本（学生配布用・店舗配布用） 

 

【参考データ】 

１ ２０１０年「緊急 全国学生アルコール・ハラスメント（アルハラ）ＷＥＢアンケート」 

＜特定非営利活動法人ＡＳＫ（アスク）実施＞ 

２ 急性アルコール中毒などによる死者数  ＜特定非営利活動法人ＡＳＫ（アスク）まとめ＞ 
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ＳＴＯＰ 未成年飲酒

ケース①
２００９年３月、午後７時からコンパが始まり、男
子８人と女子２１人（うち１年生は１０人）で、ビ
ールや焼酎、チューハイ、ジュースなどを飲んだ。
１０時ごろにゲームを始め、負けた者が酒を数回飲
んだ。翌午前０時ごろ酔いつぶれて吐いたため、布
団に寝かせた。午前９時過ぎ、布団の中でぐったり
しているのをほかの学生が発見、吐いたものが口の
周りにあったため、３人で近くのトイレまで担ぎ洗
い流そうとしたが、呼吸をしていなかった。

ケース②
２０１０年５月、居酒屋で開かれたコンパに学生ら
数十人が参加し、５時間にわたり飲酒。先輩に付き
添われて帰宅した。１６日朝に男子宅を訪れた友人
が、様子がおかしいことに気がつき１１９番。
搬送先の病院で死亡した。

ケース③
２０１０年１１月、午後６時ごろから、学内で開か
れた約１００人規模の飲み会に参加して飲酒。約９
時間半後の午前３時半ごろに体調が急変し、意識が
なくなった。約１５分後、病院へ向かう救急車内で
死亡が確認された。

特定非営利活動法人ＡＳＫ(アスク)
(アルコール薬物問題全国市民協会)ＨＰより

右の例のほかにも、飲
酒による事件・事故は
毎年数多く発生してい
ます。
飲酒運転による交通事
故は大学生活への支障、
さらには金銭トラブル
など、社会性への悪影
響をはじめ、あなた自
身の人生を破滅させる
ことがあります。特に、
未成年者においては、
法律上「飲酒は禁止」
と定められています。

２００６年以降全国で１６名の大学生が、

急性アルコール中毒で命を落としている。

そのうち１０名が、未成年者である。ＳＴＯＰ 飲酒運転

ＳＴＯＰ アルハラ

「昔からの伝統で飲ませただけ」
「まさか死ぬとは思わなかった」
「酔っていて、よく覚えていない」
「イッキじゃなきゃ、いいんでしょ」
「こいつは酒に強いから大丈夫だ」
「酔って寝てるだけかと思った」
「どうせ、みんな飲んでるでしょ」
「その場の雰囲気で･･･」 etc...

必ず覚えておいてほしい。

仲間の命が失われてからでは、

遅いのだ。。。

関西大学学生センター



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年齢確認の実施

は法律により定

められています。 

未成年者に対して酒

類を販売・供与した場

合も罪となります。 

年齢確認の徹底 

にご協力願います。 

関西大学 学生センター

関西大学では、全学生に対して「未

成年者の飲酒行為の禁止」につい

て日々指導及び啓発を行っている

他、「適正飲酒」に関するセミナー

や講演を実施することで、未成年

者の飲酒防止について全学的に取

組んでおります。 


